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中性子は軽元素の観測に有力とされ、水素やリチウム等
を含むエネルギー関連材料の構造解析やダイナミクスの
観測に利用されている。構造の乱れが物性や機能に大き
く影響するため、原子配置の解析が極めて重要となるこ
とも多い。J-PARC物質・生命科学実験施設内で稼働して
いる高強度中性子全散乱装置（BL21、NOVA）は、回折
プロファイルをFourier変換することで実空間２体分布関
数を得る全散乱法により、液体や非晶質等の乱れた構造
の解析に威力を発揮する。本コロキウムでは、
V0.10Ti0.36Cr0.54合金の吸蔵・放出サイクルに依存した水素
貯蔵量の変化の構造的起源に関する研究を中心に、NOVA
における様々な水素化物の構造解析について紹介したい。
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